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あなたと ともに創る これからの新事研 

 

新潟県学校事務研究協議会 

会長  熊倉 雅明 

昭和 48 年に前身である「新潟県公立小中学校事務職員研究会」が設立され、52 年が経過しまし

た。以降幾度となく組織改正等が行われてきました。運営部の組織変更や政令都市化に伴う新潟支

部の離脱が大きな事項として記憶にありますが、基本的な構成や方針は変わっておりませんでした。

令和５年に報告された組織等検討委員会からの答申を受けてここまでの取組及び今後の取組は最も

変化を生む可能性のあるものになると思っています。現代の多様性への尊重・複雑化する社会への

対応。人権の多様性や政治の多党化と同じように新事研も会員の多様性に応える新たな場面に入り、

それを実現する組織となることが求められています。 

令和８年度の総会の冒頭に於いて、「ともに創る これからの新事研」として会員相互の連携提携

を深め、一人一人が思い描く目標を実現するための「コミュニティ」としての新事研に生まれ変わろ

うとしていることが書かれています。 「新事研きかせてＢＯＸ」の取組を皮切りに、学びたいチーム

でつながれる仕組みとして「フリー研究チーム」の発足、研究部による「ＣＯＮＮＥＣＴ」の発行、

「公式ＬＩＮＥ」の開始、新事研Ｗｅｂの更新。これからも運営部員だけでなく、会員からのアイデ

ィアを募り、良い取り組みは柔軟に取り入れられるように心がけたいと思います。 

また「学校事務の手引き」作成にあたっては、新潟県共同実施推進協議会組織である「学校事務の

手引き作成等委員会」へ移行が始まります。その間は新事研としても協力が求められ、これまでの専

門的な知識をスムーズに移行していく必要があります。 

今年度は研究大会を８月４日に開催します。会員同士が繋がり、学びのある大会運営を心掛けた

いと思います。また研究大会だけでなく、地区別研修会、支部の研修会では、皆様から闊達に発信

いただくことで、これからの新事研が創られ、加入意義を感じる組織になります。新事研を創る取

組はこれからも続きます。皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 
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総会で示された主な内容です。詳細は総会要項をご覧ください。 

（４月 27日～５月 29日 書面決議） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）総会及び各種会議の運営・準備  （２）会計管理 

（３）教育関係機関及び各種団体との連携推進 

（４）各種申請及び報告 

（５）活動評価 

（６）役員編成及び組織運営に必要な業務 

総務部 

■活動目標 

業務の効率化と情報共有の充実を図り、持続可能な組織運営を通して、新事研活動のさらなる充

実と発展に貢献する。 

 

■活動項目 

総務チーム 

（１）情報の管理  （２）新事研Ｗｅｂの管理 

（３）広報活動   （４）全事研活動の推進 

（１）第 42 回研究大会の準備・運営  （２）研究大会の運営方法等の検討 

情報チーム 

大会チーム 

研究部 

■活動目標 

実践共有を推進し、つながりを活かした学びの機会を創出するとともに、実態調査に基づき学校

事務の実態把握と今後の在り方について研究を行う。 

 

■活動項目 

（１）第 42 回研究大会の企画・運営  （２）会員相互の実践交流の促進 

（３）学校事務の実態についての調査研究 

（４）これからの学校事務や学校事務職員の在り方の研究 

学校事務の手引き作成委員会 

■活動目標 

「学校事務の手引き」の編集・発行を通して、学校事務の適正化・効率化を図る。 

 

■活動項目 

（１）令和８年度版「学校事務の手引き」の発行 

（２）手引きに即したＷｅｂ様式の更新 

（３）データ管理 

（４）新たに設置される「学校事務の手引き作成等委員会（学校事務の手引きチーム）」との連携 
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 本会に対する功績を讃えて、功労者表彰を行いました。県内の学校事務職員

の資質向上に御尽力いただきました。 

【上野 智子 様】 

本会では会長として令和６年度から令和７年度の２年間在任されました。 

【江口 伸子 様】 

本会では副会長として令和５年度から令和７年度の３年間在任されました。 

【大田 由加 様】 

本会では副会長として令和６年度から令和７年度の２年間在任されました。 

 

 

今年度６名が退任並びに就任いたしました。挨拶とともに紹介いたし

ます。 

【退任役員】 

 会 長  上野 智子 

皆様に支えていただきながら、２年間務めさせていただきました。多くの

人と一緒に活動できたことに感謝いたします。これからも会員同士のつなが

りを大切に、新事研のよさを生かしながら歩み続けてほしいと願っています。 

 副会長  江口 伸子 

いつもどこかで「変化」を意識する任期でした。皆様からの御支援と御協

力に、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。これからは、新

事研のさらなる変化を、会員として皆様と一緒に楽しみたいと思います。 

 副会長  大田 由加 

組織改編という節目の中で、会員の皆様とともに学び、考え、つながりな

がら取り組んだ２年間でした。これからも会員の一人として、新事研のさら

なる充実と発展に向け、ともに歩んでまいります。 

【新任役員】 

 

 

 

会 長  熊倉 雅明 

今年度より新事研会長を務めさせていただきます。会員の皆様とともに新

事研がより身近なものになるよう、理事や運営部員とともに取り組んでまい

ります。皆様からも御支援いただけますようお願いします。 

 副会長  川上 裕之 

昨年度功労者表彰を賜り、静かに過ごすつもりが、再び大役を仰せつかる

こととなりました。まだまだ精進せよとの激励と受け止め、これまでの経験

を活かし、会の運営に尽力する所存です。どうぞ宜しくお願いいたします。 

 副会長  渡邉 真紀 

私たち会員一人一人が学び・つながることの楽しさを感じ続けられるよう

に、組織改編の流れを止めず新たな活動の定着に向けて、微力ながら努めて

まいります。どうぞよろしくお願いします。 
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新事研を支える役員を紹介します。 

 

 

 

各支部のリーダーとして、支部での活動や研究の推進にあたる支部長を

紹介します。 
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 期日：令和８年８月４日（火） 

会場：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 
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新潟県学校事務研究協議会 
総務部情報チーム 

ＵＲＬ：https://shinjiken.ngt.ed.jp/  

 

 

 
詳細は新事研Ｗｅｂで御確認ください。 

 

新事研 

 


